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要 旨   

外国人の初級日本語学習者に対する漢字指導に関してほ、特に非漢字囲の学習者の  

ために、字形認識の訓練、部首ヤ音符などの構成要素への分析、字形と意味や読みを  

関連づけて記憶することを助ける唱え言葉やストーリーの利用など、近年は様々な試  

みが報告されている。また、中上級の漢字指導においては、漢字語彙の構造や文脈に  

おける用法をマスターすることの重要性が指摘されている。しかし、初級から中上級  

へ進む間には、実際にはかなり大きなギャップが存在しており、その間の橋渡し的な  

段階の指導については、まだあまり言及されていない。本論文では、筑波大学留学生  

センターの補講コースにおける技能別漢字クラスに新設された「初中級レベル」の授  

業（「漢字Ⅱ」）での取り組みを報告し、その事前、事後に行った漢字学習に関するア  

ンケート調査の結果と合わせて、このレベルでの漢字指導のあり方を検討する。  

【キーワード】 漢字指導 構成要素 初中級レベル 漢字学習の方法  

AStudyonTeachingKanjito  
Introductory－Intermediate LevelLearners：  
areportofskilltraining“KanjiⅡ”class  

Kano，Chieko   

Recently various ways of teaching Kanji，including pattern recognition practice，  

analvsisofstructuralelements such as radieals，phoneticItlarkers，etC．，and mnemonic  

devices．such as usingversesor stories，etC．，tO COnneCtkanjishapewith meanlngand  

reading，have been proposed for forelgnlearners ofthe beginnersllevel．For teaching  

learners of theintermediate and advancedlevels，theimportance of masterlng the  

Struet11re OfKanjicompound words and their usagesin contexthas been pointed out．  

However，there exists a big gap between the beginners’levelarldintermediate／  

advanced’levels，anditis stⅢ not eLear how to teach Kanjieffeetively at the  

introduetoryrintermediatelevel．In this paper the author reports some trialsin the  

‘‘KanjiⅡ”class（introductoryintermediatelevel）and diseusses Kanjiteaching  

methods atthislevel．referlngtO the resultsoftwo questionnaire surveysonlearnlng  

StrategleS．  
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】．はじめに   

外国人の初級日本語学習者に対する漢字指導に関しては、特に非漢字圏の学習者を対象として、  

字形認識の訓練をする必要性を論じたり（トリーニ，1992、高木，1993）、部首や音符などの構成  

要素に分析することによって体系的な漢字学習を目指したり（Pye，198もトリーニ，1992、武瓢，  

1993、Foerster＆Tamura，1994）、漢字の字形を意味や読みと関連づけて覚えさせることによって  

記憶を助ける唱え言葉（酒井，1994）や創作ストーリー（Heisig，1977）の利用など、近年は様々  

な読みが提案されるようになってきた。また、中上級の漢字指導においては、漢字語彙の構造や文  

脈における用法をマスタいすることの重要性（加納，1994）が指摘されている。   

しかし、初級から中上級へ進む閤には、依然としてかなり大きなギャップが存在しており、その  

間の橋渡し的な段階の指導については、まだあまり言及されていない。本論文では、筑波大学留学  

生センターの補講コースにおける技能別漢字クラスに新設された「初中級レベル」の授業（「漢字Ⅱ」  

と呼ばれる（い。）での取り組みを報告し、その事前、事後に行った漢字の学習方法に関するアンケー  

ト調査の結果と合わせて、このレベルでの漢字指導のあり方を検討する。  

2．「初中級」における漢字学習   

まず「初中級」というレベルを定義しておきたい。ここでいう「初中級学習者」というのは、日  

本語の初級文法の学習を一応終わり中級文法の学習を始めようとしている（2）が、漢字に関しては、  

まだ初級漢字300字程度3）の習得段階にある学習者を指す。1996年度前期の筑波大学留学生センター  

の日本語補講コースにおいては、「漢字Ⅱ」クラスがそのレノヾルに当たる。今期、このクラスに在  

籍した留学生は、23名であった。  

表11淡路年前期「漢字I」クラスの学習者   

これら23名の学習者にコース授業開始時に行ったアンケート調査r4）の中から、既習漢字数、日本  

語学習期間、漢字の学習方法に関する項目の結果を報告し、このレベルにおける漢字学習の実態を  

探ってみたい。この時点での彼らの既習漢字数は表2のようであったが、もちろんこの数字は自己  

申告によるものであり、それだけの数の漢字を学習したからといって、そのまま習得されていると  

は限らない。しかし、当センターのプレースメントテストによって300字程度の濃字の読み書きが  

できる学習者と判定されたといっても、300字を学習してその全部の習得に成功した学習者なのか、  

500字を学習したうちの300字が使えるようになっている学習者なのか、1000字以上学習したにもか  

かわらず300字しか残っていない学習者なのか、というバックグラウンド情報は、学習者の特性に  
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応じた指導をする上で重要と思われる。  

表21弼年前期「漢字I」クラスの既習漢字敢   

平均的にみると、特に韓国の学習者は比較的既習漢字数が少なく、漢字習得が効率よく行われて  

いることがわかる。非漢字圃（カナダ1、アメリカ2、オーストラリア1、インド1、バングラデ  

シュ1、タイ1、ブラジル1、シリア1）では、平均既習漢字数が多く、かなり習得に苦労してい  

ると思われる。   

また、日本語の学習期間について開いた結果は、表3のようになっている。  

表31996年前期「漢字Ⅱ」クラスの日本療学習期間  
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やはり非漢字圏学習者が平均1年半と、最も学習期間が長く、韓国の学習者が平均半年余りと、最  

も学習期間が短い。しかし、クラス全体としては、出身に関わらず半年程度の既習者が約半数を占  

めていることがわかる。   

さらにアンケートでは、漢字学習の方法に関して、表4の1－9までの9つの選択肢（6）に対して、  

漢字を勉強した際に使った方法にいくつでも○をつけるように、特によいと思ったものには◎をつ  

けるように指示した。  

表41獣年前期「漢字I」クラスにおける漢字学習方法  

中国・台湾  韓 国  非漢字圏  合 計  

1．テキスト順  

2．部首の整理  

3．辞書を調べる  

4．ノートに整理  

5．字源・覚え話  

6，熟語・例文と  

7．何回も書く  

8．何回も読む  

9．カード等工夫  

計   

一人平均  

00000  0  00◎  9  

（⊃  ○◎  00  5  

（⊃0000  0  0000（〕0 12  

000（⊃  ○（⊃◎ （⊃◎  9  

◎  0  00  4  

00◎  ○  ◎0  6  

0（⊃○（⊃○ （⊃（⊃（⊃  00（⊃（⊃（⊃  13  

0000  00   （⊃0  8  

◎  （⊃（⊃0  4  

29  14  27  70  

2．9  3．5   3．0  3．0   

全体では、「7．何回も手で書いて覚える」（13人）、「3．読んでいる文章に知らない漢字があった  

ら辞書を引いて覚える」（12人）が最も多く、「4．習った漢字や調べた漠字を自分のノートに整理  

して覚える」（9人）、「8．何回も読んで覚える」（8人）が続いている。「1．テキストに出てくる順  

番に覚える」という学習者も多かったが、実際に学習に使用したテキストがFBasicKa皿jiBook』  

（凡人社）のように漢字専用テキストである場合と、r新日本語の基礎j（海外技術者研修協会）の  

ように漢字の学習配列に特に配慮していない日本語テキストである場合とがあり、必ずしも同一の  

方法とは言えないので考察からは除く。   

総じて、学習方法には出身別の違いはあまり見られなかったが、一人が使っていると意識してい  

る学習方法の数は、韓国の学習者が平均3．5と最も多く、中国・台湾の学習者は少なかった。非漢  

字圏学習者の方が学習方法にいろいろ工夫をしているのではないかと予想していたが、今回の調査  

では思ったほど差が出なかった。  
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3．「漢字I」の授業内容とその評傭   

初中級レベルと考えられる「漢字Ⅱ」クラスの学習者のほとんどは、初級の文法項月を復習・整  

理しながら中級レベルの文型文法を学習する「文型文法1」および「文型文法I」のクラスを同時  

に履修していたので、そこで使われているプリント教材テキストに出てくる順番に、重要と思われ  

る漢字熟語を取り出して、漢字学習用の教材を作成した。初中級レベルで最も多用されていると思  

われる学習方法として、「読んでいる文章に知らない漢字があったら辞書を引いて覚える」に注目し、  

日本人が漢字を辞書で調べる際によく用いているストラテジー「未知の漢字であっても、形声文字  

の音符の知識を利用してその昔読みを類推し、漢字辞典の音索引を使って調べる。」や「その漢字  

が最もよく使われている熟語を思い出し、国語辞典でその表記を調べる。」などに役立つ訓練をす  

ることを試みた。さらに、そのようにして習った漢字や調べた漢字を「自分のノートに整理して覚  

える」ことを奨励した。「何回も手で書いて覚える」ことができるように、漢字の書き方のモデル  

も示したが、すでに初級ではないことから、1画ずつの筆順を示すのではなく、構成要素単位で書  

く順番を示すことにしたけ）。   

「漢字Ⅱ」の教材の各課では、具体的に次の1－12までのような指導項目を立て、練習を行った。  

第1課 漢字の仲間   

1．初級で学習した漠字語を使って、対になる意味の語を見つける練習  

例 白  ←→ （黒）  

悪い ←→  （  
）  

入る ←→  （  ）  

賛成 ←→  （  ）  

2．初級で学習した操字語を使って、同じような仲間の語を見つける練習  

例 春  夏  秋  （冬）  

強い 長い 重い （  ）  

中学 高校 大学 （ ）  

3．部首による仲間の漢字を見つけて善く練習  

例イの仲間雁ヨロ［］□［］        （人）person  

なに シン（じる）  
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第2課 漢字の音訓  

4．漢字に送りがなをつける練習  

例 遊（ぶ）  

話（  ）  

忙（  ）  

高（  ）  

静（  ）  

5．訓読みと音読みを関連づけて覚える練習  

例 見る → 見学  

置く → 位置  

高い → 高価な  

第3課 漢字熟語の構造  

6．漢字熟語を意味の単位に切る練習  

例 自己紹介文 → （自己／紹介）文  

最重要項目 → （最／重要）項目  

無回答者数 → （（無／回答）者）数  

7．接頭辞や接尾辞の使い方を意識させる練習  

例 有名  ←→ （無）名  

有効  ←→ （）効  

意味  ←→ （）意味  

関心  ←→ （）関心  

安心  ←→  （）安  

幸福  ←→  （）幸  

必要  ←→ （）必要  

自然  ←→ （）自然  

第4課 漢字熟語の用法  

8．「する」をつけて動詞として使えるものを選び、文を作る練習  

例 1結果 ○結婚  結論l→ 田中さんと結婚する  

す 回答  回数  回復 f →  

j 情報  報告  感情 F →  

9．「な」をつけて形容詞として使えるものを選び、文を作る練習  

例 ‡○可能  能率  能力l→ 電話で連絡することが可能だ。  

－→ 可能な方法を全部書く。  

1大事  大学  重大 事  

j 正月  正直  公正 事  

ー144－   



第き課 形声文字の音符   

10．漢字を見て、音を表す部分（音符）を見つける練習  

例 l何  河  歌l → 可 カ  

ー 紹  招  昭l →  

j 忙  忘  望l →   

11．漢字を、よく使われる漢字熟語で説明する練習  

例 協：「きょうりょく（協力）」の「きょう」  

告：「ほうこく（報告）」の「こく」  

験：「しけん（試験）」の「けん」  

進：「しんぽ（進歩）」の「しん」（「すす（進）む」のように訓読みがよく使わ  

れる場合は、それでも良い。）   

12．音符による仲間の漢字を見つけて書く練習   

例 

（ 

「旦そ」「旦げん」「こっ旦」  

…；；中間‥口□□□□  
（  

「し吐左」「些さ」「き些」   

「文型文法Ⅰ・I」で使用中のテキスト各課の本文から、その文脈でキーワードになっている語  

彙を選んで表5のように学習漢字を決めた。しかし、課によって配当漢字数にばらつきがあること、  

学習漢字に意味的な偏りがあるのではないか、などの疑問も残っている。そのため、学習漢字に指  

定したもののうち教育漢字に含まれないものについては、書くことまでは要求せず、読めればよい  

とするなどの措置をとった。  
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表5「文型文法l・I」テキストと「漢字I」教材の学習漢字対照表  

「文型文法Ⅰ・Ⅱ」テキスト  
課  

「漢字Ⅱ」教材  
トピック   表現機能   学習方法  学習漢字 ＊（）は初級漢字   

第1課 自己紹介   専門・趣味・性格  対話・   （自）己紹介（出）身専攻項（目）   
第2課 調査報告   文体・項目・結果  仲間語   輿（味）趣（味）（自）信（件）格経（験）  

責任積極（的）面（接理）由（結）果  
（連）想（自）然皆  22字   

第3課 新開記事   原因・理由   訓読み・  守述預望珍寂恥（原）因帯（火）災   
第4課 父さんの休日   希望・意見・提案  音読み   壁際（高）価希（望）提案（友）達  

（日）常真剣  20字   

第5課 電話お断わり   目的・意思   漢字熟語の  意）志（有）効（知）識能率（上）司  
構造   （指）示企業（出）版首（業）略各階  

必（要）情報   17字   

第6課 ガン告知   推量・伝聞・使役  漢字熟語の  告（知）推量支（配）種類（家）族周囲  

用法－1   （人生）観（医）肺患（者）  12字   

第7課 地震の心得   伝聞・引用・命令  漢字熟語の  （地）震（住）民（家）具被害（数）訓  

用法－2   （対）策危険（指）導（点）検避（難）  

協（力）確認防（止） 16字   
第8課 女性の生き方   必要・義務   形声文字の  義務職（業）（育）児（家）庭役（割）  

音符一1   傾（向）就（職関）係賛（成主）  
参（加）（転）勤（分）担  14字   

第9課 内閲き？外開き？  条件   形声文字の  条件（内）側（公）団玄（閑）欧（米）  
音符－2   （外）敵（原）型（生）命基礎応（答）  

兢（一）（建）築   14字  

以上のような「漢字Ⅲ］クラスでの指導内容について、クラス修了時にアンケート調査を行った。  

最後までクラスに出席して期末試験を受けたのは、中国・台湾7名、韓国2名、非漢字圏5名の計  

14名であった。下のa－iの指導内容の中で最も役に立ったと思うことには1、次は2、3、…と  

いうふうに番号をつけてもらい、役に立たなかったと思うことには何も書かないように指示した。  

（）a．初級で習った漢字を復習したこと  

（）b．新しい漢字をたくさん習ったこと  

（）c．漢字の部首について習ったこと  

（）d．反対の意味のことばや対になることばを練習したこと  

（）e．漢字の音読みと訓読みを練習したこと  

（）f・漢字熟語甲構造について習ったこと  

（）g．漢字熟語の用法について習ったこと  

（）h．漢字の音符について習ったこと  

（）i．漢字を、よく使われる熟語で説明する練習をしたこと  

一番評価が高かったものを10とし、上から順に9－2という点数に換算して、あまり役に立たなかっ  

たというものは0とすると、表6のような結果になった。  
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表619g6年前期「漢字Ⅱ】クラスにおける指導内容評価  

中国・台湾  韓 国  非漢字圏  平均  
指導内容  
a 初級の復習  

b 新しい漢字  

C 部  首  
d 対 義 語  

e 音  訓  
f 熟語の構造  

g 熟語の用法  

h 音  符  
i熟語で説明  

人 数  

2 6 3 9 8 0 6  

101010 7 9 010  

8 2 8 0 7 0 5  

6 4 7 6 6 5 9  

5 8 9101010 0  

7 3 2 0 5 8 0  

4 7 6 0 4 9 8  

9 5 4 0 2 7 7  

3 9 5 8 3 6 4  

10 9   210 8 210  6．1  

4 9   410 9 3 9  7．4  

3 9   710101010  6．4  

510   510 7 7 9  6．9  

910   610 7 4 9  7．6  

810  1010 7 810  6．3  

2 9   910 7 610  6．5  

710   810 7 910  6．8  

610   310 7 5 9  6．3  

2名  5名   

a－iの項目のうち、aとbは特に指導内容・方法と言うほどのことではないので、C－iにつ  

いての学習者の評価を中心に見てみると、全体的に最も多くの学習者が役に立ったとしているのは、  

「e 漢字の音読みと訓読みの練習」であり、特に漢字圏の学習者からの評価（平均7．9）が高かっ  

た。中国・台湾の学 習者からの自由記述に「以前は漢字の読み方が一番むずかしかった。今、藻字  

の読みのルールがだんだんわかってきて、うれしい。このクラスのやり方はいいと思う。」、韓国の  

学習者からの記述に「私の場合は漢字の読み方が私の国と違うからむずかしかった。特に1字だけ  

で読むとき（訓読み）、はじめての読み方が多かった。」という評価が見られた。   

非漢字囲学習者の回答に特徴的だったのは、総じてどの指導方法も漢字困学習者に比べると評価  

が高かったことであるが、中でも「C 部首について習ったこと」（平均9．4）や「h 音符につい  

て習ったこと」（平均8虻、「f 漢字熟語の構造について習ったこと」（平均9．0）の評価が高かっ  

た。漢字国学習者においては、出身別による違いよりも、個人差の方が目立つ結果となった。  

4．まとめと今後の課題   

今回のアンケート調査はまだ予備調査の段階であり、調査項目も全てを網羅しているとは言いが  

たい。今後、さらに調査項目を精選し、質問形式を吟味した上で、より多くの外国人学習者のデー  

タを集めることが必要となってこよう。ただ、今回の調査からもわかるように、外国人学習者の実  

践していると意識している湊字学習の方法は予想外にオーソドックスなものが多く、特に中国・台  

湾の学習者は韓国や非漢字圏の学習者に比べて、学習方法自体を意識化することが少ないようであ  

る。漢字指導の授業を通して、学習者が自らの学習方法を意識し、弱点を克服する意欲を持つこと  

が効果的な漢字学習につながるのではないかと思っている。   

また、今学期の「漢字I」のクラスで学習漢字および学習漢字語彙として選択されたものは、  

「文型文法Ⅰ・Ⅱ」で使用中のテキストに出てきたものから随時選ぶという形だったため、必ずし  
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も一般的な使用頻度の面から吟味されたものではなかった。その点について学習者からの批判は聞  

かれなかったが、初中級のレベルで教えるべき漢字及び漢字語彙に関する定量的な調査ももちろん  

重要なことであろう。今後の課題としたい。  

注  

（1）筑波大学留学生センターの日本語補講コースにおける才支能別漢字クラスの位置づけと、各クラ   

スのレベルは、以下のようになっている。  

教 員 研 修  教員研修生対象、初級総合日本語（1年）コース   

中級入門Ⅰ  短期留学生対象、初級前半総合日本語（半年）コース   

中級入門Ⅱ  一般留学生対象、初級後半総合日本語（半年）コース   

技能別クラス  一般留学生対象、中・上級技能別日本語（半年）コース   

文法Ⅰ  会話Ⅰ－1  

易  
会話Ⅰ2   作文Ⅰ－2   

口  

口  

？≡  聴解Ⅳ  読解Ⅳ  作文Ⅳ  漢字Ⅳ  

＊文法クラスは、各レベルとも週3コマ（75分授業）  

他の技能クラスほ、過1コマずつ。会話と漢字のトレペルは、さらに2分さ  

れている。  

レベル 漢字トユ ニ初級漢字100－ユ50字裡度の既習者（主に非漢字圏）対象。  

テキストは rBasicKanjiBook』vol．1  

漢字ト2：初級漢字150－250字程度の既習者（主に漢字圏）対象。  

テキストは rBasicKanjiBookj vol．2  

漢字Ⅱ ：初級漢字300字修了程度の既習者（漢字圏・非漢字圏混合）対象。  

テキストは自作プリント教材  

漢字皿 ：初親漢字500字修了程度の既習者（漢字塵卜非漢字園混合）対象。  

テキストは FlntermediateKaTLjiBooklvo）．1前半  

漢字Ⅳ ：中級漢字も含めて700－800字程度の既習者（漢字圏・非漢字圏混合）対象。  

テキストは FlrltermediateKanjiBookj vol．1後半  
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（2）初級で既習される文法項目及び中級で学習されるべき文法項目については、市川保子（1995）   

にリストがあるので参照されたい。  

（3）国際交流基金と日本国際教育協会が主催している日本語能力試験のシラバスでは、外国人学習   

者の文字・語彙力のレベルを次のように設定しており、ここでいう「初中級」とは、総合的な日   

本語能力のレベルとしては3級と2級の中間段階で、漢字力は3級程度の学習者を想定している。  

4級：初歩的な漢字100字程度・語彙800語程度  （150時間程度の日本語学習）  

3級：基本的な漢字300字程度・語彙1，500吉吾程度  （300時間程度の日本語学習）  

2級：やや高度な漢字1，000字程度・語彙6，000語程度  （600時間程度の日本語学習）   

1級：高度な漢字2，000字程度・語彙10，000語程度  （900時間程度の日本語学習）  

（4）実施したアンケートの調査用紙を【資料］として添付する。  

（5）このレベルの中国の学習者で、既習漢字が3，000字と答えた者が1名、5，000字と答えた者が1   

名いたが、明らかに母語における漢字学習と混同していると思われるので、「その他」とした。  

（6）具体的な選択肢の内容と設問については、［資料］参照のこと。  

（7）初級の漢字テキストrBasicKanjiBookjでは、1画ずつ漢字の筆順を示したが、この「漢字［」   

の教材では、学習者がすでに知っていると思われる構成要素についてはそのまま塊として筆順を   

示し、むしろ字形の構造性に注目させるように意図した。  
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［資 料］19g6年度前期に実施した漢字の学習方法に関するアンケート用紙  

かんじがくしゆうかん  
漢字学習に関するアンケート  

しめい 氏名  

がくし●うれ書  

1．漢字学習歴について AboutyourKanjileaminghistory  

い蜜ぺんさ▲う   a．今までにどのぐらい漢字を勉強しましたか。  
HowmanyXa再ididyollStudy？  

1．1（旧字ぐらい  2．2〔旧字ぐらい  3．3（氾字ぐらい  

4．5（カ字ぐらい  5．1（氾0字ぐらい 6．15（氾字ぐらい  

た      7．2∝旧字ぐらい 8．その他：（  ）字ぐらい  

きかんくんき▲う b．どのぐらいの期間、湊字を勉強しましたか。  
Howlomg血dyo11StudyKa叫i？  

いか  はんとL  

1．3か月以下  2．半年ぐらい  3．1年ぐらい  

はん 4．1年半ぐらい 5．2年ぐらい  6．3年ぐらい  

7．その他：（  ）ぐらい  

つ少 C．どんなテキストを使って漢字を勉強しましたか。  
Whalklndoftextbookdidyo11uSeforleamingKalt）i？  

さ▲う少し上  な土と   1．日本語の教科書：名前（  
Japaneselaguagetextbook：   

2．壷字の本や裏梅‥名前（  
．K再ib00kanddicdon紅y  

3．特にテキストは使わなかった。新開や本などを読んで覚えた。  
Nos【把Cialtext血k．I一組d舵WSpa匹指，b（氾ks，e眈．由一l朗mhgKa句i・  

た 4．その他：（  
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かんじがくし●うはうはう  

2．漢字学習の方法 Methodsof［earningKanji  

いまかた   a．今、どんなやり方で湊字を勉強していますか。（いくつ○をつけても  
とく おもほうほう  

いいです。特に、よいと思う方法があったら、◎をつけてください。）  

語意も謁芯℃㌫誓言恕意畿ミ諾鎧慧100nm耶山肌0聡・  

でじゆんばんおば     1．テキストに出てくる順番に覚える。  
ImemorizeKanjifointheorderinthetextbook・ おぶし 

な●      2．同じ部首の漢字や、形が似ている漢字を、まとめて覚える。  
Itrytomemorizeagroupofk叫jiwhlChhavethesameradicalandkanji  
O一触sim，tC・  

3．姦んでいる文章に知らない漢字があったら、鼻毒を論べて、覚える。  
WhenIfindtheunknownKaJdiinthetext∴‖00kthemupinthedictionary  
andmemorizethem．  

ならしらじぶんせいり      4．習った漢字や調べた漢字を自分のノートに整理して覚える。  
IwntetheKaJtIiwhichIleamedorllookedupinthedictlOnarylnmy  
noteboktomemorke． じけんはなしき重く 

つか     5．漢字を覚えるために、字源の話や記憶のためのストーリーを使う。  
Iu紙StO誓51華e贈nofKaqiorTmakeastoryforrememberingKaqL  

6．かならず熟語や例文といっしょに覚える。  
ImemorizeKanJialwaysintheEomlOfKardicompoundsandalsointhe  
SentenOeS．  

なんかいで】ト      7．何回も手で書いて覚える。  
IleamKa叫ibywrltmgWi山handmanytlmeS．  

8．何回も読んで覚える。  
‖e皿K叫i聖どa血gma璧加es・  

は  くふう     9．漢字カードを作ったり、部屋に漢字リストを貼ったり工夫している。  
lthinkout manydifferentwaysofleaLmlng；makingKanJicards，making  
alistofKaTtiitobeputoIlthewalloftheroom，etC．  

10．その他：（  
Others   

b．写、どんな＃奮を雇っていますか。  
よ   
・読めない漢字があるとき  
にほんじんエう  かんわ じてん  

なまえ   1．日本人用の漢和辞典：名前（   
悉喪主；唐細君禁giぎ聖nades悪eforJapanese匹Ople  

2．外国人用の漠英辞典など：例 Nelson，HadamltZky，HalpenJack，etC．                          なまえ  
名前（   

繁癖毛無名l碧空，聖！無肌恩讐官号タrforeignpeople  

3．英和辞典、中日辞典、韓日辞典など   

鰍Japa肥Se，Cbinese－Japanese，Korea爪－Japanesedic血IaneS  
4．電子辞書：Wordta止，etC．   
Ele血cdicdo讐ry  

5．辞書はあまり引かない。日本人に読み方を聞く。   
Idon’tusedictionarysooften．IasktodleJapaneSepeOPle．  

6．その他：（  
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か ・書けない漢字があるとき  

にほんじん 上う  かんb じてん   なまえ l．日本人用の漠和辞典：名前（  
e 

2．y，H坤a。k，e㌍．                                   れ力l                            なまえ  
名前（   

gl禦聖無鯉rfoI℃1卯阿ple  
3．和英辞典、日中辞典、日韓辞典など  

‾C抽J叩批Se‾Kore弧dic血es  

4． ひ  
5．辞書はあまり引かない。日本人に書き方を聞く。   
IdonltusedlCt10narySOOften．IasktotheJapanesepeople・  

6．その他：（  

がくしゅうもくひょう  
3．漢字学習の目標 GoalandobjectivesoflearningKanji  

てん  
いまよわおも   a．今、あなたが弱いと思うのはどんな点ですか。Whatisyo∬We止匹ints？   

i 

をRe。。Ⅰ血ng。Nィ。輌s抑。KUN＿ おんくん  
柁adi喝S  

3．漢字袈のいを覚えること  
RememberingK叫■tfOmpOundwordsandtheirusagesinthesentences いちど  
4．一度覚えた漢字を忘れないようにすること  
KeepingKan］iinonersbralnandneverforget  

5．その他：（   

もくひよう  
b．これからの漢字学習の目榛は何ですか。Whalisyourtgoaり0匝C如es？   

じ．裟んじヤくてん  

1．自分の弱点をなくすこと ToconqⅥermyWe水門hb  

2．とにかく漢字を1（X氾字ぐらいマスターすること  
Tomas随一l，（伽dl甜aCte柑  

3．とにかく漠字を2（X旧字ぐらいマスターすること  
Toma5他r2，（鼎）ch∬aCte円 ふつうぶんし▲うはゃ  

4．普通の日本語の文革が速く読めるようになること   

5．るようになること  
Tol光abletowd愴SentenC供血Japanese  

6．その他：（  
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